













The Linkages between Global Health and National 
Strategies: 








  Global health is one of the emblematic global issues blurring the lines between the traditional realms 
of international and national policies spanning across different policies including public health, 
development, foreign policy and national security. Thus, global health requires innovative national 
strategies and policy approaches beyond traditional ones. Developed countries, especially the United 
States and the United Kingdom, have recently developed different strategies and policies to address the 
challenge of global health. The paper provides an analytical framework for understanding the key 
linkages of global health and national strategies, and explores how the cases of the United States and 
United Kingdom are relevant to the framework. Based on the framework and cases, the paper provides a 




































告書の中では、“(H)ealth problems, issues, and concerns that transcend national boundaries, may be 
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疾病予防管理センタ （ーCDC）が感染症に関する最初の包括的な戦略（Addressing Emerging Infectious 
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 そのHIV・エイズに関わる主な取り組みは ブッシュ政権下で2003年に設けられたPresident’s 











2000年に米国の諜報機関である国家情報会議（National Intelligence Council: NIC）が明らかにした、
HIVエイズに関する幅広い調査結果を盛り込んだ報告書、The Global Infectious Disease Threat and Its 
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政府省庁の１つに「イノベーション・大学・職業技能省」（Department for Innovation, Universities and 
Skills）を設けており、また保健分野の研究を強化するために、保健省が2006年に保健研究イノベー
ションに関わる国家戦略を発表してきた。31）さらに、Global Science and Innovation Forum（グロー
バル科学・イノベーションフォーラム）と呼ばれる組織が、国際科学イノベーションに関わる英国
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在り方が注目される。 
 この結論を踏まえ、最後に日本に向けた政策インプリケーションを提示したい。日本は近年、冒
頭で述べたように、沖縄サミット、洞爺湖サミットで議長国としてグローバル・ヘルスを国際会議
で推進し、こうした国際会議のチャネルを通してグローバル・ヘルスで国際的にリーダーシップを
採るための様々な取り組みを行ってきた。特に洞爺湖サミットでは、G8保健専門家による提言書「国
際保健に関する洞爺湖行動指針」（洞爺湖指針）が取りまとめられ、G8のメンバーの先進国が取り
組むべき次のステップに繋げたという功績は大きい。 
 しかし問題は、こうした国際的な取り組みに、国内政策との連関性がほとんど見られないことに
ある。例えば、現行の豚関連のH1N1インフルエンザのケースでは、その社会的対応において、水際
対策を重視したものの、海外渡航例のない人に発生するケースがみられたり、H5NIインフルエンザ
を対象として策定された行動計画をH1N1インフルエンザにそのまま適用するなど、一部混乱が見受
けられた。さらに、国民への迅速で適切な情報提供のあり方についても、大きな課題を残した。グ
ローバル・ヘルスは、国際会議をはじめとするディプロマシーだけを念頭に置くのではなく、２章
で示したグローバル・ヘルスの特徴を踏まえ、国内・国際問題の両方を考慮した政策形成を行って
いくことが、日本にとって不可欠であると考えられる。 
 その意味で日本は今、グローバル・ヘルスの在り方を再検証し、米国や英国の事例および教訓を
踏まえながら、日本のグローバル・ヘルス戦略、それを実施するための政策アプローチを早急に検
討すべき時にあると考えられる。特に、国内・国際両方につながる問題解決型アプローチは何か、
こうした複雑な問題に対応するための、新たな知識を生み、共有し、協業していく仕組みは何か。
こうした点を重視し、様々なステークホルダーを文字通り巻き込んだ政策形成が望まれる。 
